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－目的と体制－ 

＜アーカイブスの主な目的＞ 

－失われる前、忘れる前に、いま集められるものは集める、撮れるものは撮っておく
という姿勢で、記録・収集に努める。 

 震災メモリアル・パーク（仮称）での展示、震災誌（仮称）の発行に向けて、記録・収
集。 

 3月11日に発生した東日本大震災による壊滅的な悲劇を二度と繰り返すことがない
ように、記録と記憶を次世代に受け継ぐ。 

 得られた教訓・知見等を地域防災計画等に反映。住民の安全・啓発等に活かす。 

 アーカイブス活動を通して、コミュニティの再生、地域の連携・支援をうながす。 

 

＜体制＞ 

 2011年7月から現防災危機管理課の緊急雇用にて開始。現在は6人体制（名称「ア
イアン・ハート」）。 

 現在釜石市では、それぞれの部局で必要なアーカイブスを記録・活用する目的で
、全庁対応の委員会設置を目指している。 
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－利活用とコンテンツの種類－ 

＜収集を試みているコンテンツの種類＞ 

 今しか記録することができない震災時の映像・写真、行動、人
々の記憶・想い、教訓等 

 復旧・復興過程－想い、活動、営み等の記録 

 被災した地域の民俗文化等記録の収集 

 その他、津波避難場所の現状調査等 
 

＜利活用の方針＞ 

 地域の財産として有効かつ適切に管理をする一方、より多く
の方の目に触れる形での利活用を目指す。 
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－主要プロジェクト－ 
＜主要プロジェクト＞  

 ○公開 ; （現在のところ）ウェブ、eコミマップ、youtube、現地での展示・発表会等 
311まるごとアーカイブス 釜石市 トップページ>>  http://311archives.jp/hp/kamaishi-city 

  ○データの種類 ; テキスト、写真、音声、映像 （可能な場合） 
 

1. 「被災者の声映像化事業」 ※防災科研と協働  

2. 被災した地域の民俗文化の記録・取り組みの紹介 

3. 社会的な役割等を担う方への定期的なインタビュー（実施予定） 

4. アーカイブスを担う人材の育成・地域内外の連携（実施予定） 

5. 大町・大渡地区等の住民の当時の行動・避難ルートを記録 

6. 復興に向けた取り組み、地場産業、地域の催し、イベント等の記録・紹介 

7. 当時の津波等の写真・映像 

8. 市内定点撮影（100箇所以上）・まちなか随時撮影 

9. 「津波避難場所踏査」 
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1．被災者の声映像化事業 
＜概要＞ 

 被災者の声映像化事業は、防災科研との協働事業で

被災者の体験、いわゆるオーラルヒストリーとして、発

災直前から避難所、仮設住宅までの行動、想い、後世

に向けたメッセージ等を時系列に沿って自由にお話い

ただいて、映像に記録する。 

＜人選＞ 

 発災時の検証のため、発災当時釜石市で災害対応に

あたった国・県・市の職員、ライフライン企業、学校、消

防団、町内会、民生委員、医療関係者、被災企業・商

店、報道、交通機関等の関係者等。 

 市に対して厳しいお話をしていただけそうな方もあえて

人選。 

 被災の有無・地域は場合によっては不問。 

 現在80名弱撮影済で、順次公開予定。最終的に150名

くらいを想定。 

http://www.youtube.com/channel/UCuvv5oc2XdqgAEobj4vS_BQ?feature=watch
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1．被災者の声映像化事業 

＜留意点等＞ 

 撮影にあたっては、インタビューを受ける被災者の心の負担にならないよう配慮。インタビューを

受ける方のご要望に沿って、音声のみの公開といったケースもあり。 

 新たな利活用、二次利用等については、インタビューを受けた方の了解を得ながら実施予定。 
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2．被災した地域の民俗文化の記録・ 
取り組みの紹介 

 まずは、民俗芸能でもある虎舞、神楽等（24箇所）の復興に向けた地域・コミュニティの

取り組みの記録・撮影等からスタート。たとえば、両石虎舞、平田虎舞、白浜虎舞、箱崎

虎舞、片岸虎舞、本郷伊勢神楽、東前太神楽、本郷御神楽、平田神楽等。 
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3．社会的な役割等を担う方への 
定期的なインタビュー 

 

 

災害ボランティアセンターにて 

＜アーカイブスのこれから（候補）＞ 

 地域コミュニティ・社会的な記録 
 －町内会・自治会会長 

 福祉・生活等の視点からのアーカイブス 
 －民生委員、高齢者等サポートセンター、 
   仮設団地支援連絡員、生活支援相談員、 
   見守りスタッフ等 

 地場産業等の復興アーカイブス 
 －漁業組合等 

 商店・商店街の復興アーカイブス 
 －商店街会長 

 学校のアーカイブス 

 外部からの支援のアーカイブス 
 －災害ボランティアセンター、各種ボランティア 
   団体等 

平田第六仮設－バリアフリーゾーン 
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4．アーカイブスを担う人材の育成・ 
地域内外との連携 

 多くの釜石市民がアーカイブス活動に関わり、また長期にわたって継続してアー
カイブス活動を実施することができるような仕組みをつくる。 

－記録・編集ワークショップの開催（子ども、多世代等）に加え、地元で活動して
いる映像・取材のプロや映像サークル等とも連携を目指す。また、一般のアーカ
イブス・ボランティアの募集も検討する。 
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5．大町・大渡地区等の住民の当時の 

行動・避難ルートを記録 

 「自然災害と共存していくためのマップ」 として、被害を最小限に

とどめるために、主に大町・大渡地区の住民に当時の行動や避難
ルート、店舗再開の経緯などを聞き取り、ブログに紹介。 

 避難ルートはeコミマップに落とし、今後の津波避難の見直しに役
立てていただけるようにする。 

 昨年実施された第2回e防災マ

ップコンテストに応募し優秀賞（
審査員特別賞）を受賞。 
 http://emap2011-award.ecom-
plat.jp/ 
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6．復興に向けた取り組み－地場産業、 
地域の催し、復興イベント等の記録・紹介 

 地域、コミュニティで
の取り組み、漁業、
復興イベント等を記
録・取材 



釜石市・アーカイブス活動 

7．発災当時の津波等の写真・映像 

 今年１月に仮設住宅等の自治会・町会の掲示板あるいは回覧板で映
像・画像の収集を呼びかけ。 

 「被災者の声映像化事業」が端緒になってさらなる収集が可能に。 

 その他、いただける場合は、かつての町並みの写真・映像等も収集 

海上保安庁より提供 海上保安庁より提供 東前太神楽の会より提供 
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8．市内定点撮影（100箇所以上）・ 
まちなか随時撮影 

 
→ 

→ 

→ 

ＪＡ交差点 2012年1月24日 

 市内100箇所以上を定点として設
定し、ほぼ2ヶ月おきに撮影。 

 

 

釜石市定点観測地マップ   

ＪＡ交差点 2012年3月14日 

大正軒前 2012年1月24日 大正軒前 2012年3月14日 

フジタヤ前 2012年1月25日 フジタヤ前 2012年3月14日 

http://map02.ecom-plat.jp/map/map/?cid=11&gid=186&mid=492
http://map02.ecom-plat.jp/map/map/?cid=11&gid=186&mid=492
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9．新・津波避難場所の踏査 

■ チェック項目の例 

□ 主要アクセス道から徒歩、車で○分 

□ 周辺道路の状態。凸凹、歩きづらい等 

□ 高齢者、足の不自由な方等が 

   注意すべき点、場所 

□ 浸水域 

□ 車でどこまで行けるか（アクセス） 
□ 車道幅（駐車あったら通れないか） 
□ 目に付く駐車スペース 

□ 避難場所に留まれるか。屋根の有無他 

□ 周辺の公共施設 

□ 津波到達地点（目視・聞き取り） 
□ さらに高所に行くには？ 

□ 交通量・人の動き 

□ 看板設置候補地点 

 

■ 写真 

□ 避難場所 

□ アクセス 等 

 今後の釜石市の防災に役立てる資料として

、新しい津波避難場所(69箇所）を踏査。踏

査結果はeコミマップにも一部反映。 

 


